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驚愕プローブパラダイムによる感情研究
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RESEARCH ON EMOTION WITH STARTLE PROBE PARADIGM
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Abstract

Blinking is the rapid opening and closing movement of the eyelid to protect the eye, which is the visual 
organ. Blinking prevents the contamination of foreign substances by its movement. This is a corneal reflex 
in response to contact with the cornea or blowing air, and it can be confirmed until brain death due to a 
decrease in the level of consciousness (Tata, Yamada, Fukuda, 1993; Sakata, Yamada, 2017).

The “startle eyeblink reflex” is evoked by sudden, loud auditory stimuli. Since the startle reflex is 
stimulated by unpleasant emotions and moods and inhibited by pleasant emotions, the “startle probe 
paradigm” is used as a multifaceted method for evaluating human emotional states.

In this article, we review the history of research on quantitative evaluation of emotions and moods 
using the startle probe paradigm. We also describe our original study using olfactory stimuli as emotion-
evoking stimuli. In addition, we review studies on drugs, genotypes, and gender differences that modulate 
baseline affect.
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1 はじめに

まばたきとは、視覚器官である目を保護するための
眼瞼（eyelid）の急速な開閉運動である。まばたきは
異物の混入をその運動によって未然に防ぐ。これは角
膜への接触や、空気の吹き付けに対する角膜反射であ
り、意識水準が低下して脳死に至るまで確認できる（田
多・山田・福田、1993 ; 坂田・山田 2017）。

驚愕性瞬目反射（startle eyeblink reflex）は、急峻
で大音量の聴覚刺激によって誘発される。驚愕反射が、
不快感情・気分によって促進し、快感情によって抑制
されることから、ヒトの感情状態を多角的に評価する
手法として「驚愕プローブパラダイム（startle probe 
paradigm）」が重用されている。

本論文では、驚愕プローブパラダイムを用いて感情
（emotion）や気分（mood）を定量的に評価するため
の研究史を概観し、筆者らの嗅覚刺激を感情惹起刺激

とした研究を解説する。さらにベースライン感情を調
整する薬物や、遺伝子型、性差に関する研究を概観す
る。

1.1 驚愕性瞬目反射
驚愕性瞬目反射（startle eyeblink reflex）は、まば

たき反射の中でも、突然提示される大音量の音刺激に
よって誘発される反射性瞬目である。びっくり反射と
も呼ばれ、雷や爆発のような突然の大きな空気の振動
を誘発源とする。刺激開始から僅か数十 ms で瞬目の
作動筋（眼輪筋）が活動をはじめ、顔面表情変化（表
情筋の収縮）、頸部〜四肢屈曲へと一連の反応が続く

（Landis & Hunt, 1939）。
驚愕性瞬目反射は、脊椎動物全ての種でみられる驚

愕反応（startle reaction）の構成成分で、環境の急変
に対する適応的逃避反応（defensive response）に属
する。生命の危機を至急に察知し回避行動（avoidance 
behavior）の先駆けを果たす。驚愕誘発刺激の反復に
よる慣れは少ない。＊  関西福祉科学大学
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1.2 システマティックな驚愕反射研究
反射誘発刺激の直前 100 ms に微弱な刺激を付加す

ると反射が抑制を受ける。これは PPI （Prepurse 
Inhibition）と名づけられて厳密な実験評価がなされ
てきた（山田、2022）。PPI の研究文脈から本論のテー
マとなる PPF（prepulse facilitation）が生まれ、P. 
Lang がこれを「驚愕プローブ・パラダイム（startle 
probe paradigm）」と名付けて精神医学領域に広め、
不安（anxiety）や鬱（depression）などの精神症状
を客観的・多角的に定量評価するツールとして活用さ
れた。心理学の分野では、驚愕プローブパラダイムの
利用で、不快感や快適性といった感情が他覚的に測定
されることがおおいに期待された（山田、2001；
2002）。不安や鬱の自覚症状の査定に使う質問紙に、「神
経過敏ですか？」や「小さな物音にビクッとします
か？」などの問いが含まれるが、これらは驚愕反射を
自覚的に表現したものであり、感情や気分の障害が驚
愕の増強のサインであることを意味しているからであ
る。

1.3 驚愕プローブパラダイム
図 1 に、文献データベース PubMed から、“startle 

probe”をキーワードとして検索した結果を図示する。
2023 年 6 月 30 日現在、545 件がヒットした。そのうち、
RCT 実験計画法に準ずる研究は 48 件（実験室実験に
従った臨床事例も含む）であった。図 1 の論文数の変
動は、Graham（1975）のヒトを用いた驚愕性瞬目反
射に関するレビュー論文を第 1 期の開始とし、それを
引用する Lang, Bradle, & Cuthbert（1990）の驚愕プ

ローブパラダイム研究旗揚げ論文に続く第 2 期、そし
て 2000 年台以降の感情を調節する薬物研究の第 3 期
と連なる様子がみられる。論文総数は 2000 年をピー
クとして次第に減少傾向を示している。

本論においては感情を「快―不快」であらわされる
1 次元として捉える。快（pleasantness）とは「笑い」、

「幸福感」、「楽しみ」、「リラックス」、「快楽」などの
ポジティブ感情（positive emotion）を指す。一方の
不快（unpleasantness）とは、「怒り」、「悲しみ」、「不
安」、「恐怖」、「恨み」などのネガティブ感情（negative 
emotion）を指す。図 2 に示す模式図は、これらの感
情を、環境操作によって惹起し、目指す感情状態の下
で驚愕誘発刺激を提示し、反射量を測定するというの
が標準的な驚愕プローブパラダイムの実験設定を示
す。

1.4 驚愕反射の測定法
驚愕プローブパラダイムで測定されるヒトの驚愕反

射は、瞬目の主動筋である眼輪筋 EMG 活動を積分処
理することによって定量化できる。これらは PPI 測
定の標準（山田、1983 : Blumenthal et al., 2005）と同
一である。

標準的な驚愕誘発刺激は、強度 95 dB 以上の急峻な
突発音で、持続時間は 50 ms、rise/fall（立ち上がり・
立ち下がり）時間は 3 ms 以下で、ヘッドフォーンを
介して被験者の両耳に提示される。音源が全可聴域を
均等に含む白色雑音（white noise）が用いられる。

実験では、誘発刺激が単独で提示されるコントロー
ル試行と、3 種の感情を惹起する刺激提示中に反射誘

図 1. 驚愕プローブパラダイムの研究論文数の推移
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発刺激を挿入提示される実験試行が組み合わされる。
各刺激条件の出現頻度はカウンターバランスされて複
数回繰り返し提示される。

実験条件においては刺激提示時間が 10 s であれば、
刺激開始の 2 s、4 s、6 s 後、8 s 後にランダムな間隔
で誘発刺激が提示される。データ処理は、被験者内で
各条件の眼輪筋 EMG 積分値の平均値を求めた後、被
験者間でグループ平均値を求め、分散分析によって統
計学的に刺激条件の差などが評価される。

2 驚愕プローブパラダイムによる感情の評価

驚愕プローブパラダイムの実験では、被験者の感情
を操作するための、快感情と不快感情を作り出す必要
がある。感情を惹起する感覚属性（sensory modali-
ty）は、視覚刺激を用いるのが常套手段である。

2.1 視覚刺激が惹起する感情
Lang らは 600 数十枚からなる感情誘発のための標

準化スライド刺激データベースを作成し（Lang, 
Ohman, & Vitel, 1988; Greenwald, Cook, & Lang, 
1988）、これらスライド刺激データベースから選ばれ
た快・中性・不快誘発刺激セットを選び、3 種のスラ
イド提示中に驚愕性瞬目反射を計測した。快スライド
には美しい景色や性的な映像を、不快スライドには犯
罪を暗示する映像や恐ろしい顔表情を含んでいた。中
性スライドは草原の風景や静物が含まれていた。快、
中性、不快の 3 群に分類された合計 36 枚のスライド
刺激を用い、スライド刺激提示中の驚愕性瞬目反射は、
快スライド提示中は反射抑制が、不快スライド提示中
は促進が認められた（Vrana, Spence, & Lang, 1988; 
Lang, Bradley, & Cuthbert, 1990）。

2.2 イメージが惹起する感情
刺激を提示するのではなく、感情を惹起する心像

（image）によっても、快イメージで反射抑制が、不
快イメージでは反射促進が認められた （Vrana & 
Lang, 1990）。例えば催眠導入による恐怖イメージに

よって反射は促進され（Aitken, Siddle, & Lipp, 1999; 
Hamm et al., 1991; 1993; 1997）、性的な興奮を惹起す
る 快 感 情 は 反 射 を 抑 制 し た（Koukounas & Over, 
2000）。薬物投与による快・不快気分下でも反射促進・
抑 制 効 果 が 得 ら れ た（Patrick, Berthot & Moore, 
1996）。

こうした驚愕プローブ効果に関す初期の知見は、他
の感覚刺激モダリティを用いても確認されている。

2.3 聴覚刺激が惹起する感情
筆者らは、環境音を感情惹起刺激として、同様の効

果を確認した。デジテルサンプリングした環境音を、
持続時間を 8 s に編集し、大学生を対象として感情評
価を行い、快音、中性音、不快音のグループに分類さ
せた刺激セット（Shimai, Fukuda, & Terasaki, 1993）
を用いた。

図 3 に大学生被験者 15 名を対象とした実験から得
られた「平均主観的不快度評定値」を、評価値の低い
快感情から、評価値の高い不快感情までを並べたもの
である。快音 8 種と不快音 8 種は見事に弁別されたが、
中性音 8 種は快判断 6 種と不快判断が 2 種に分かれた。
これら 24 種類の音源をランダムな順序で提示中に
110 dB の白色雑音に対する驚愕眼輪筋 EMG を計測し
た。

図 4 は、このようにして測定された驚愕誘発刺激後
20-120 ms 以内の眼輪筋 EMG の平均積分値を、感情
条件別に集計したものである。快音、中性音、不快音
の順に反射量は増加し、驚愕誘発刺激単独提示による
コントロール条件と比べて快条件では小さく、不快条
件 で は 大 き か っ た Yamada Nakamura, Nagai, 
Nakagawa, & Miyata 1995）。

図 5 は、18 種類の環境音刺激の被験者間平均不快
度評定値（横軸）と被験者間平均 EMG 積分値（縦軸）
の散布図である。回帰直線は

y（反射量）＝8254.5+1058.7 x（不快度）
で表すことができ、相関係数は r=0.53 であった。

図 2. 驚愕プローブパラダイムの模式図



― 48 ―

日本生理人類学会誌

2.4 嗅覚刺激が惹起する感情
嗅覚刺激の惹起する快感情は、驚愕性瞬目反射を抑

制し、逆に不快感情は促進することが示されている
（Ehrlichman, Brown, Zhu, & Warrenburg, 1995; 

Ehrlichman, Kuhl, Zhu, & Warrenburg, 1997; Miltner, 
Matjak, Braun, Diekmann, & Brody, 1994; 中村・永
井・中川・山田、1995；永井・山田、2002）。

筆者らは食品に添加される香料を刺激として、6 s

図 3. 環境音 24 種類の不快度（平均± S.D.）

図 4. 環境音の不快度と驚愕性瞬目反射量
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間被験者の鼻部に噴霧する装置を用い、嗅覚刺激提示
後 110 dB の白色雑音が提示されるまでの先行時間を
0.5 s、1.5 s、3 s の 3 条件設け、快臭（バニラ、バナナ）、
不快臭（ポークアシッド、メンタイコ）ならびに無臭
エア条件間で驚愕性瞬目反射量を比較したところ、快
刺激が不快刺激よりも反射量は小さいが、その差が最
も際立つ先行時間は 1.5 s であることがわかった 

（Yamada & Nagai, 1997）。

さらに我々は、6 種の嗅覚刺激から 1 つを選んで自
動的に被験者の鼻腔粘膜に噴射されるように、呼吸活
動モニターしつつ、吸気の開始を検出し、これに連動
して噴射が行える装置を開発し一連の研究を行なった

（図 7 : 百々・畑・増本・山口・永井・山田・外池、
2002 ; 山田・百々・外池・増本・永井・山口 2003 ; 
Yamada, Dodo, Masumoto, Nagai & Tonoike, 2004）。
用いられた匂いは、快臭としてチョコレート臭とバナ

図 5. 環境音の不快度（横軸）と驚愕反射量（縦軸）の散布図

図 6. 嗅覚刺激と驚愕誘発刺激の最適先行時間
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ナ臭、不快臭としてポークアシッド臭とメンタイコ臭、
コントロール臭は無臭エアとし、評価したい実験臭を
含む 6 種であった。ここでは快―不快が未確認の国産
のモルトウィスキーからアルコール分を除いた抽出臭
を実研臭とした。

6 条件がそれぞれ 6 試行、1 min の試行間間隔で順
序をカウンターバランスして提示された。匂い刺激は
パルス状となってチューブを伝ってマスクに到達し、
鼻孔部に提示された。匂い刺激の提示は、被験者の呼
気による弁の動きを光センサーで検知し、吸気に同期
させた。匂い刺激 6 条件の提示順序は無作為とした。
匂い刺激は吸気開始時点から 2000 ms 間提示され、
1500 ms 後に驚愕刺激が提示された（図 8）。主観的不

快度評価は刺激終了 400 ms 後に、匂い刺激に対する
快-不快感情を「極めて快」を 1、「極めて不快」を 7
とする 7 段階の視覚スケールを指で指し示すことに
よって回答させた。

図 9 に、匂い刺激条件ごとの不快度評定値と平均瞬
目反射量とを図示する。

不快度：快臭であるバナナ臭（アミル）とチョコ臭
は、無臭エア条件より不快度は低く、逆に不快臭であ
るポークアシッドとメンタイコ臭条件では大きかっ
た。ウィスキー臭の不快度は無臭条件より高く不快臭
に分類された。

驚愕反射：一方驚愕反射量では、快と評価されたア
ミルおよびチョコ臭は無臭エア条件より小さく（抑

図 7. 吸気に連動して匂い刺激を提示するための装置

図 8. 匂い刺激を用いた驚愕プローブパラダイムの実験の模式図
呼吸に同期して匂い刺激が提示される。驚愕音に対する眼輪筋 EMG が測定される。



― 51 ―

山田　冨美雄：驚愕プローブパラダイムによる感情研究

制）、逆に不快臭と評価されたポーク臭はとメンタイ
コ臭では無臭エア条件より大きく（促進）、明太子臭
も若干無臭エア条件より大きかった。ウィスキー臭条
件での驚愕反射量は、快臭と同様に無臭エア条件より
小さく抑制された。

以上の結果は、驚愕プローブパラダイムによって嗅
覚刺激によって惹起されるヒトの感情を他覚的に評価
できることを示す。ウィスキー臭に対する応答におい
て驚愕性瞬目反射と主観的評価とで逆の結果を示した
ことは、ウィスキーに固有の興味深い結果となった。

以上、視覚、聴覚、嗅覚と感覚モダリティは異なっ
ても、惹起される感情が快のとき驚愕反射抑制が、不
快のとき驚愕反射の促進が観察されることが示され
る。

3 背景感情操作と驚愕プローブ

快・不快感情の調整に関わる薬物や向精神薬を、
RCT の手続きに従って措置された驚愕プローブパラ
ダイムの実験を紹介する。図 2 に示した驚愕プローブ
実験では、短期的な感情惹起の下で驚愕反射を評価し
たが、比較的長時間持続する背景感情を薬物などで惹
起し、驚愕プローブ効果を評価しようとする。図 10 に、
こうした研究手続きの模式図を示す。

多くの実験では、ヒトの顔面表情などのスライド刺
激が多く使用され、これらによって短期間惹起される
快、中性、不快感情の下で驚愕反射が測定される。薬
物などの要因は長期にわたる背景感情を操作する目的
で実験配置される。

3.1 薬物投与
ベンゾジアゼピンアルプラゾラム　Riba, Rodríguez-

図 9. 匂い刺激条件別不快度評価（左）と驚愕性瞬目反射（右）

図 10. 背景感情操作による驚愕プローブ効果の評価研究（RCT）
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Fornells, Urbano, Morte, Antonijoan, & Barbanoj
（2001）は、12 名のボランティアにベンゾジアゼピン
アルプラゾラムおよびプレセボを 0.25、0.5、1.0 mg
投与し、2 時間後に視覚刺激による感情惹起下で驚愕
プローブテストをおこなった。その結果、驚愕反射量
は単独提示でも、ネガティブ感情惹起下でも、用量依
存的に驚愕反射量は抑制した。また薬物の用量に依存
した驚愕反射抑制効果は、ベースライン時にも現れた。

抗不安剤候補のアプレピタント　Pringle, McTavish, 
Williams, Smith, Cowen, & Harmer（2011）は、健康
なボランティアを対象に、NK1 受容体拮抗作用をも
つ抗不安剤候補のアプレピタント 125 mg を 1 週間投
与し、顔面表情の異なるスライド提示中に驚愕反射を
測定した。その結果、ネガティブな表情条件とポジティ
ブな表情条件で驚愕反射量に差は認められず、ネガ
ティブ表情による反射の増強効果はアプレピタントに
よってかき消されたと報告した。

抗うつ薬フルオキセチン　Capitão, Murphy, Brown-
ing, Cowen, ＆ Harmer（2015）は、選択的セロトニ
ン再取り込み阻害薬（SSRI）として知られる抗うつ
薬フルオキセチンの効果を評価した。18 歳から 21 歳
までの男女ボランティア 35 名は、無作為にフルオキ
セチンとプラセボの 20 mg 投与群に割り当てられ、
投与から 6 時間後に驚愕プローブパラダイム検査が行
われた。その結果、プラセボ群と比べフルオキセチン
投与群では、怒りと悲しみ感情による驚愕反射増強効
果は見られなかった。薬物によって怒り・悲しみとい
う不快感情感は抑えられた。しかしながら、主観的な
気分評価に対するフルオキセチンの効果は認められな
かった。

選択的セロトニン再取り込み阻害剤（SSRI：シタロ
プ ラ ム）　Browning, Reid, Cowen, Goodwin, Harmer

（2007）は、シタロプラムを単回投与することで、健
康な被験者の恐怖顔認識が増強されることを驚愕プ
ローブパラダイムを用いて確認した。彼らは 32 人の
健康ボランティアを、シタロプラム 20 mg の経口投
与群かプラセボ投与群に二重盲検処置により無作為に
割り当てた。被験者は、注意（視覚的プローブタスク）、
知覚（顔の感情の分類）、記憶（感情記憶タスク）と
ともに、表情スライドによって惹起された感情のもと
で驚愕反射が測定された。

その結果、シタロプラム投与群ではプラセボと比較
して、恐怖顔の認識が改善され、ベースラインの驚愕
反応が増加した。シタロプラム群はポジティブな言葉
に対する注意バイアスも示した。以上から、急性経口

シタロプラムが健康ボランティアの不安関連刺激の情
報処理をより活発に増加させたことを示唆する。その
背景メカニズムは、SSRI が治療初期の鬱病患者が不
安を強める傾向があることを示す知見と一致する。ま
た SSRI 治療によって生じる感情処理におけるポジ
ティブなバイアスの一部が治療開始時に検出できる可
能性があることも示唆していると彼らは結論づけてい
る。

アゴメラチン　Harmer, de Bodinat, Dawson, Dour-
ish, Waldenmaier, Adams, Cowen, ＆ Goodwin 

（2011）は、アゴメラチンが、健康なボランティアに
おいて、ポジティブ感情とネガティブ感情処理の両方
を促進することを驚愕プローブパラダイムを用いて実
証した。彼らは 48 人のボランティアを対象として、7
日間にわたってアゴメラチンとプラセボを 25 mg な
いし 50 mg 投与し、8 日目の朝、驚愕プローブ効果を
評価した。その結果、アゴメラチンは主観的な悲しみ
感情を低下させ、他者の悲しみ表情の認識を減少させ、
ポジティブな感情記憶を改善し、表情刺激によって惹
起される感情によって増強される驚愕反射を抑制し
た。

抗不安薬　Acheson, Stein, Paulus, Ravindran, Sim-
mons, Lohr, & Risbrough （2012）は、不安感情を惹
起する画像視聴の予期時に、驚愕反応が増強する効果
を抗不安薬が沈静化することを驚愕プローブパラダイ
ムを用いて検証した。ネガティブ、中性、ポジティブ
の 3 条件間で、驚愕愕反射量と主観的評価に差が認め
られた。ネガティブ感情惹起条件では、抗不安薬の効
果が顕著にみられた。またすべての条件で驚愕反射量
は投薬によって大幅に減じたが、嫌悪感情惹起条件で
の驚愕反射増強時に投薬の効果が出ることはなかっ
た。

NK1 拮 抗 作 用 と セ ロ ト ニ ン 再 取 り 込 み 阻 害 剤　
Harmer, Dawson, Dourish, Favaron, Parsons, Fiore, 
Zucchetto, Bifone, Poggesi, Fernandes, AlexanderC,
＆ Goodwin （2013）は、NK1 拮抗作用とセロトニン
再取り込み阻害の組み合わせでヒトの感情処理が影響
されることを、驚愕プローブパラダイムを用いて確認
した。

ニコチン　Robinson, Cinciripini, Tiffany, Carter, Lam, 
＆ Wetter（2006）は、喫煙成人のニコチン離脱症状を、
驚愕プローブパラダイムを用いて評価した。12 時間
の禁煙（ニコチン離脱）後、ニコチン点鼻スプレーに
よる急性ニコチン摂取によって、感情惹起スライド提
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示中の驚愕反射量は減少した。また女性喫煙者群では、
ニコチンスプレーによって驚愕反射が増加したが、男
性被験者群ではそのような効果は認められなかった。
ニコチンは快感情を惹起し、ニコチン摂取の制限は感
情状態を高めて驚愕反射を亢進させるが、ニコチン噴
霧による快感情によって驚愕反射を抑えると彼らは考
えた。

リモナバン　Horder, Cowen, Di Simplicio, Browning, 
& Harmer （2009）は、カンナビノイド CB1 アンタゴ
ニストであるリモナバンを急性投与すると、健康ボラ
ンティアのポジティブな感情記憶が損なわれること
を、驚愕プローブパラダイムを用いて明らかにした。

3.2 遺伝子型
感情に関係する遺伝子型の違いによる驚愕プローブ

パラダイムの研究も複数なされている。
脆弱 X 症候群　Ballinger, Cordeiro, Chavez, Hager-
man, & Hessl（2014）は、FMR1 遺伝子の変異・欠
損による脆弱 X 症候群における感情障害・知的障害
群を対象として、顔面表情の異なるスライド刺激提示
中の驚愕反射量を、3 種の顔面表情間（笑顔、無表情、
怒り顔）で比較した。その結果、正常者では笑顔条件
より怒り顔条件で驚愕反射量が増したが、脆弱 X 症
候群ではその差は小さかった。また、知的障害群より
も、顔面表情に惹起される感情は強く反応した。さら
に、FXS 患者の間では、社会的回避の程度が、恐怖
顔条件下の驚愕反射増強と有意な正の相関が認められ
た（p<0.05）。彼らはこれを、人の顔面表情といった
社会的刺激に対する扁桃体の反応性の違いによると考
察している。

セロトニントランスポーター遺伝子とニコチン欠乏　
Minnix, Robinson, Lam, Carter, Foreman, Vanden-
bergh, Tomlinson, Wetter, & Cinciripini（2011）は、
5-ヒドロキシトリプタミン（セロトニン）トランスポー
ター関連多型領域（5-HTTLPR）の遺伝子多型と、ニ
コチン欠乏時の驚愕反応の関係を、驚愕プローブパラ
ダイムを用いて検討した。すなわち、遺伝子多型群で
は、ニコチン摂取が制限されている間に、急性ニコチ
ンを鼻腔部に噴霧し、3 種の感情惹起スライドを用い
た驚愕プローブパラダイム実験を行った。その結果、
L /L 型遺伝子をもつ喫煙者は、S/S ないし S/L 型遺
伝子をもつ喫煙者よりも、ニコチンによる感情抑制効
果が大きかった。恐怖に強い遺伝子型と考えられてい
る L/L 型は、ニコチン（喫煙）によって恐怖事態に
発動する防御システムの活性が大幅に低下することが
示唆された。

3.3 性差
感情調節の性差は主にホルモンの動静によるが、驚

愕プローブパラダイムをもちいた研究が報告されてい
る。

月経前不快気分障害　Bannbers, Kask, Wikström, 
Risbrough, & Poromaa （2011）は、月経前不快気分
障害の患者は、対照被験者と比較し、黄体期後期の期
待時驚愕調節が増加することを、驚愕プローブパラダ
イムを用いて確認した。

セ ロ ト ニ ン 前 駆 体 L-ト リ プ ト フ ァ ン（TRP）　
Murphy, Longhitano, Ayres, Cowen, & Harmer 

（2006）は、セロトニン前駆体 L-トリプトファン（TRP）
1 g を、38 人の健康女性ボランティアに 1 日 3 回、14
日間服用させ、プラセボ投与と比較した。感情はスラ
イド中の顔表情により操作され、感情惹起下で驚愕反
射が測定された。その結果、TRP の投与は、女性ボ
ランティアの幸福表情の認識を増加させ、女性顔の嫌
悪表情の認識を減少させた。TRP はまた、女性の否
定的な言葉に対する注意力を低下させ、ベースライン
の驚愕反射量を減じた。
テストステロン　Hermans, Putman, Baas, Gecks, 
Kenemans, & van Honk（2007）は、健常女性 20 名
を対象として、0.5 mg の外因性テストステロンを経口
投与し、スライド注視中の驚愕性瞬目反射を測定した。
その結果、不安を惹起するスライド条件で皮膚電動反
応（SCR）の低下、驚愕反射量の低下を二重盲検法で
確認した。この結果は、男性ホルモンが健康若年女性
において、中枢性ストレス反応の減弱に効果的である
ことを示すと述べられている。

4 まとめ

以上の製薬投与実験や遺伝子多型との関係をみる実
験を要約すると、驚愕プローブパラダイムが、不安や
鬱などの感情障害の神経科学的査定に有用であること
を示すといえよう。

不快感情あるいはネガティブ感情は、驚愕反射を促
進し、快感情あるいはポジティブ感情は、反射を抑制
することは確固たる事実だと結論づけられる。とはい
え、刺激材料の惹起する感情を、瞬目反射量だけから
推定するには困難がある。

ポジティブ感情を惹起する刺激は、被験者の興味を
ひきつけ、魅力的だと評価されるものが多い。一方不
快感情を惹起する刺激は、被験者が回避的に対峙する
脅迫的な印象を与える。使用するスライドの快―不快
だけを操作し、興味や関心、脅迫性や回避性を変えな
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いものにする工夫が必要となる。
また、ネガティブ感情の惹起による反射促進ほど、

ポジティブ感情惹起による反射抑制は強固ではない。
驚愕反射そのものが、不快でネガティブな感情を生み
出すので、実験状況そのものが背景感情として不快と
なり、短期的なポジティブ感情を惹起することに困難
がある。

解決すべき問題を整理し、どのようなサンプル刺激
であっても、惹起する感情が快―不快、ポジティブー
ネガティブという点で数量的に評価できる実験基準を
つくる努力が必要となる。

最近 10 年間の驚愕プローブパラダイムの研究数は
減少している。ただし、その実態は、基礎的実験室的
研究から、現代社会が求める健康科学の一貫としての
詳細な実験研究へと深化していることを示すといえよ
う。研究規模が大きくなり、多くの専門家集団が結集
し研究報告が多い。

生理心理学領域から発した驚愕プローブパラダイム
の実験法は、今後ますます適用先を広げ、新たな健康
科学上のテーマを解明するために発展していくことが
期待される。
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